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北奄美周辺方言の音韻の特徴

－喜界島方言・瀬戸内町方言－

大野眞男＊
（2003年10月31日受理）

1.喜界町方言・瀬戸内町方言の位置づけ

母音体系の面から奄美方言全体を僻轍すると、3母音を基調として沖縄方言と連続的な性格を持

つ方言（沖永良部島・与論島・喜界島南部）と、中舌母音を含めて4母音を基調とする方言（奄美

大島・加計呂間島・与路島・諸島・喜界島北部・徳之島）とに分かれる。地理的にこれらの方言を

位置づけると、概して奄美北部が4母音基調、奄美南部は3母音基調の母音体系となっている。中

本（1976）等によると、歴史的には北部の4母音基調の母音体系が古く、奄美南部は3母音基調の

母音体系は北部の中舌母音がイ段母音に統合されて生じた新しい体系と考えられている。

4母音基調

沖永良部島

0・与論島

奄美北部方言に関する主たる先行研究としては、岩倉（1941）・服部（1959）・平山ほか（1966）・

中本（1976）・長田ほか（1977・1980）・柴田ほか（1977）・三石（1980）・輝（1981・1984）・

柴田（1984）・寺師（1985）・平山（1986）・沖縄言語研究センター（1989）・三石（1993）・

狩俣（1995・1996）・木部ほか（1997）などがある。しかし、北奄美の北端に位置づく喜界島方

言については島内における方言差の地理的多棟性が十全に把握されているとはいいがたく、同じく

南部に位地づく与路島・諸島方言については基礎的・体系的資料自体が十分に調査・報告がなされ

ていないのが実態である。本論は、喜界島内の複数地点と与路島・諸島方言を含む瀬戸内町方言を
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とりあげて、その概要と多様性について報告する。なお、喜界町方言は2001年及び2002年、瀬  

戸内町方言は2002年の筆者による臨地調査により得られた資料にもとづく。  

2．喜界町方青の青線の概要  

喜界島は、狭隆な島ながら集落ごとの方言差はきわめて大きいことがよく知られている。岩倉  

（1941）においても、北部の中吉母音などについては触れていない。本報告では小野津・塩道・湾・  

上嘉鉄・阿伝の5地点をとりあげて、喜界島方言の音韻の多様性について以下に説明する。   

2．1．中舌母音   

奄美最北端の喜界島は狭除な島ながら、北半分が中舌母音を有する方言、南半分が有しない方言  

と二分することができる。喜界島北部においても奄美大島方言のような多様な中舌母音拍を持たな  

い。中本（1976）・輝（1981）・輝（1984）などの報告があるが、筆者の臨地調査による資料によ  

り中音母音拍をめぐる状況を以下に示す。北部に位置し比較的中舌音をよく残している小野津方言  

の中舌拍語例を、その他の地点と対比して示す。なお、喜界島方言の報告としては最も古い岩倉  

（1941）には、小野津に特森な母音があるとしながらも中舌母音には触れていない。また、中本（1976）  

では塩道方言においても中吉母音が報告されているが、筆者による臨地調査では貞iの拍を含めて確  

認されなかったし、沖縄言語センター（1986）でも報告されていない。中本の調査後にイ段音化し  

たものと考えられる。   

小野津方言でエ段起源の中舌音であることを十全に確認できたのは唇調音の子音と結合する場合  

であり、代表的な語例は以下に示す通りである。これらの子音以外に結合する場合には、小野津方  

言においてもすべてイ母音化しており、喜界島北部の中古母音がすでに退潮傾向にあることがうか  

がわれる。  

なお、小野津方言の血血l（水）也t血i（畳）は音対応の例外である。   

連母音の融合による中舌母音も、以下の通りに唇調音のものに限られる。   
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2．2．岩倉市郎の「ニ」と「ネィ」   

喜界島方言には、古くは自身ネイティブでもある岩倉市郎によって「ニ」とは区別して「ネイ」  

と表記されている拍が存在することが報告されている（岩倉1941）。この音声実態は以下（湾方言  

の語例）に示すとおり母音の実質による対立というよりは、子音部分の口蓋化の有無による対立と  

観察することができる。   

ニ 庫（荷）Jl血1（肉）軸Ii（釘）J亜（北）鵬山（煮る）♪帥（棟）叩i（砂糖黍）   

ネィ ni（根）hani（金）rrrLmi（胸）tani（種）如ni（骨・船）9ini（髭）？ini（稲）  

半世紀以上前の岩倉の観察と比較して、現時点での筆者の観察では、すべての喜界島諸方言でこの  

対立が明確に残存しているわけではなく、地点によりあるいは個人によって対立が曖昧化または消  

失する傾向が見られるが、基本的に喜界島方言全域の基層にこの対立が存在したことは確認できる。   

これはちょうど、伊江島方言や沖永良部島国頭方言などでサ行音において中舌母音拍の痕跡（si／  

♪など）が観察されると同種の現象と考えることができ、輝（1981・1984）では、かつてナ行で／血  

／［di］と／叫／［加］が対立していた痕跡として中舌母音とは見なしていない。筆者も同様に解釈し、  

統合に至る過程としての近似統合neamergerの状態として、以下のように弁別的特徴の転嫁と機  

能付加量の減少が生じている段階と捉えることができる。   

【鵬／加】‥・基本的には一般的母音による対立、子音の口蓋化は付随的  

→ 音素対立として安定的   

［ni／頭】‥・対立は子音の口蓋化のみ、他に口蓋化で対立する子音系列なし  

→ 音素の対立としてはきわめて不安定   

このようなエ段・オ段の半広母音の高母音化に伴う子音の近似統合現象は、奄美を含めた琉球方  

言において枚挙に暇がなく、これらの極小な機能付加量により安定的な音素体系の一部を構成する  

と考えるのは大きな無理がある。また、高母音化によって転嫁された弁別的特長の様式（ここでは  

子音の口蓋化）が一定程度の一般性を持って当該方言の音素体系の中で機能負担量を増大しない限  

り、このような対立は安定的に永続せずにやがて完全な統合に至ると考えられる。また、実態とし  

て若い世代においてはこのような対立が失われてしまい、より一般的な音項へと統合されているこ  

とが観察される。  

2．3．本土≪ス・ズ・ツ≫≪シ・ジ・チ≫≪セ・ゼ≫に対する対応   

琉球方言全般にわたって本土方言の≪ス・ズ・ツ≫と≪シ・ジ・チ≫に対応する拍は統合してお  

り、南奄美・沖縄・与那国方言ではイ母音のCi拍に、宮古・八重山方言の大半は中吉母音のC’i  

に対応している。北奄美の名瀬市周辺以外の方言では、≪ス・ズ・ツ≫と≪シ・ジ・チ≫は統合し  

ておらず、それぞれイ段Ci拍／中古C’i拍（稀にり段拍）という対立を示している。   
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また、本土≪セ・ゼ≫に対応する拍については、北奄美以外の南奄美・沖縄・宮古・八重山・与  

那国方言でイ母音のCi拍に対応しており、北奄美の名瀬市周辺以外の方言では、≪ス・ズ・ツ≫  

と統合して中音C’i拍となって、竿シ・ジ・チ≫対応のイ段Ci拍と対立しているo名・瀬市周辺方  

言では、≪ス・ズ・ツ≫≪シ・ジ・チ≫≪セ・ゼ≫はすべてイ段Ci摘もしくは中舌C●i拍に完全  

に統合されている。   

また、奄美に近接する九州南部方言に色濃く残されている四つ仮名音韻の対立は、琉球方言全般  

にわたって全く観察されない。北奄美方言においても直疲四つ仮名音韻の対立に該当する現象は存  

在しないが、以下に示すような【血・叫といった音現象が存在することは、四つ仮名解消と≪ス・  

ズ・ツ≫≪シ・ジ・チ≫の統合・対立の両過程が何らかの歴史的関係を持つ可能性を示唆すると考  

えられる。   

北奄美の北のはずれに位置する喜界島方言においては、子音部分の無気化を捨象して示せば、こ  

れらの拍は基本的に以下のような統合・対立関係を構成している。  

小野津 塩鱒   湾  上嘉鉄  伝  

≪ス・ズ・ツ≫  s山dzu几su s血山   S血山  Su／血血  s扉du／山   

≪シ・ジ・チ≫ ルd3抑  棚i   輌i仰 J嘲 胸仰   
≪セ・ゼ≫  Wd3i  Ji／d3i  Wd5i  Ji／d3i  Si/d3i 

注目すべきことは、小野津で破擦音、小野津以外で摩擦音というちがいはあるものの、≪ス・ズ・  

ツ≫がウ段音に、≪シ・ジ・チ≫がウ段音に対応しているという点である。これは、3′．で後述す  

る与路島・諸島方言にも該当することである。   

南奄美方言以南の琉球方言の大半、そして本土の東北方言・出雲方言を含めて、中舌母音が存荏  

する諸方言において≪ス・ズ・ツ≫と≪シ・ジ・チ≫がそれぞれり段音・イ段音を保持している方  

言はない。奄美の中音母音の歴史的性格を想定する上で、一般に言われているエ段起源とは別に、  

北奄美周辺地域における≪ス・ズ・ツ≫≪シ・ジ・チ≫≪セ・ゼふに動向に関する綿密な比較研究  

が必要であると考えられる。関連する拍を含む語形を示すと以下の通りである。  

≪ス・ズ・′ッ≫関連  

塩道    湾    上嘉鉄   阿伝  項目    小野津   

煤     susu  
～－…－…W…・…・→…－－－－・－－－－・・－   

裾     swu   

白     ？l鵜u   

脛     slml   

砂     sum   

巣     sⅦ  
済んだ   s血  

SuSu SuSu  

SuSu J郎u  
餌su   ？吋u  

Suni叫  
聖 

－－・－－－－・  

SⅧ    匝  

餌血   J皿1e血  

酸っぱい  ♪：Sa Su：Sa   

傷    k，id2nl 至k，idl】此，idzu  
－－－・－－－・－W－－－－－－－－－・一トーーーーーーーーー・－－－－W－・・・－・・－－・・・▲▲・・■■・■‖・一－－・－＿一一一．＿．．【．＿W＿．．．．．。   

水    Ⅰ鵬血11   mi血  
叫【・Ⅶ－・……－－…－トーー・－……－－・…－・…岬トー叫・・－・－－…W－・血   

杵 i？a血 … ？a血m  

患う 童 wadzwe：室 w血均w   

いっ    ？itsu    ？i山  
◆‾‾－‾’’’■■■’■■■‾…－■‘◆■‘‾‾■叩‾H‾■－－H…H‾鵬■‾仙‾‾‾与－－・・・・・・－・……－－－…－－一   

月   ぎ ∴山地肌i  血kjⅡ山  

Su：Sa ≡ 鵬聯匝i  

げidu  
・－－－－－・－－－－－－…－－－－・  

midu midu  

？a血m 室？血  
■‾M‾MH‾■‾－■－－’’’■■‾叩‾…【「－’’■■■‾‾‾‾‾■‾‾‾】‾‾‾‾‾  

JamO鵬  

？adl皿u  

？itu     ？itu     ？itu  
一－・▲・・■－・▲・－・・－・－－－・－－一・－ナーー・－－－－・－・－－－－－・・・・・－・－・－・－－－－「－－－・－・・・－－－・－・・－…－－…－－・  

ts止i 伸ui≡ 咄i   
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≪シ・ジ・チ≫関連  

死んだ   ♪d訝  

字    句i：   毎i：  
…・ふ…－－－－…一－一叫叫トー・－－・川－・・－－－M・－－一  

地    d事由   毎i血  

味   ？a咄  

岨    れ1d5i  

火事 茎 m慮wa毎i  

ねd3i 妻 ？adさi  

恥d3i … hd3i  
・・・・■■－鵬一鵬＝…－…ヰ＝M－W－－・・・・【‖－叩－－－  

k’ad3i k’ad3i  

kad知    ka咄  

げ1：   げ’む  
・・・▲一山ー・－－－▲一・－一・・・■■‖－－・ト岬仙川－…・－・・－－・・・■・－‖・－  

？叫：   げむ  

嘩k鮎a   糎a  

？叫  ？inu嘩  

k’l坤   k’u嘩  

舵   b咄  
乳    げi：  

血   IJ、i：  

h噛   kad痴  

甘’i：   げi：  

甘i： 室  町i：  

糎a   陶a  
【－－－・川，－－－－－－－【－－・－」・・】－－・－・・・・－・－・・■・・H‖－－－－－  

？inl咄  ？inuO  

k’l坤   k’l坤  

近い  
－一冊…－・・・・■H一  

命   ？in叫i  

口    k’叫  

≪セ・ゼ≫関連  

♪：  
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2．4．P・F・H音   

北奄美においてP音を保有する方言は大島北端の佐仁方言と喜界島方言のみである。喜界島にお  

し＼てもP音を保持するのは調査地点の中では小野津・塩道・阿伝方言であるが、  

P音とF音【¢］との間の揺れも観察され、語形によってはH音で発音されるものもある。湾・上嘉  

鉄方言ではP音は観察されなかった。  

2．5．喉頭化音および無気子音   

母音及び半母音拍に関して、奄美方言の特徴として一般的に知られている喉頭化音と非喉頭化音  

との対立が喜界島方言においても以下のように存在する。   
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例外的に、湾方言においては［？i］と【ji］の対立が存在せず【ji】に統合している。小野津方言にお  

いては【餌］と【wu］の対立が失われ【蝕］に統合しており、阿伝方言においては対立が存するも  

のの【wu］に相当する拍が［卯】へとvela血eの方向に変化している。   

また、無声閉鎖系列子音のエ段拍・オ段拍の高母音化によって生じた無気閉鎖系列と有気閉鎖系  

列の子音拍の対立［C，i／Ci】［C，u／Cu］も、奄美全般と同様に伝統的な喜界島方言の特色となって  

いるが、地点により、あるいは話者により、あるいは語中などの音環境によっては、そのような対  

立を失いつつあるケースも見られる。   

これらの高母音化による無気閉鎖子音とは別契機のものとして、語頭の1拍脱落による無気ある  

いは喉頭化（ここでは音声実態により無気音として表記）が観察されることは他の奄美方言と同様  

である。   
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2．6．子音の口蓋化   

力行イ段≪キ≫に対応する拍において、イ母音の口蓋性が接続子音に影響を与えた結果、北部の  

小野津方言以外で口蓋化して以下のように［嘩］、あるいはサ行音となっている。  

表中の「牙」については、例外的にすべての地点で口蓋化が観察されない。なお、ガ行イ段の拍に  

ついてはごく一部を除いて口蓋化が観察されず、［gi】もしくはhi】［頭】など多様な拍であらわれ  

ることが多い。  

また、イ母音の口蓋性が後続子音に影響を与えた結果、次の拍が口蓋化する例も観察される。  

項目   小野津   塩道  
－…－－－－－W鵬鵬－ーー・－M…－－・一…・…・・－・－・¶－ふ…－…－－－一叫■H＿  

ト 烏賊   ？喝a   馳a  
■・■’■‖・・一＋－－－一寸¶－川－－川－・・－h・－・・－→－←－－－－－・・・－・ん・・…－－－－一－－【＿＿＿H．．．．．．．  

糸 － ？itsu： 、取脚  
■‾■‘■‘■‾‾■－‾■‾‾‾■－‾■‾‾‾㌣‾●・－・・・■－一冊・・・－W－…－－－・▲・■】←－－・－・－・・■・■・－－－・－・・・■・‖・・一・・■・－‖‖  夜漁？i血i  
H－……・－・…－榊血w一  
∵‥ 苦い   和asa  川p鮎a  
…－…－－－－…仙仙－－－－－－－－…－…・岬卜州－－…仙叩  

土   mi的   mi的  

湾    上嘉鉄   阿伝  

？ika、  ？ika     ？ika  
…－－W…－－－…－ー…一肌……鵬－・仙…十仙肌叩・・・・・・・－－－・・・■－・  

？i伽   ？i恥   ？i伽  
－一叫－【叫叩M－－－－・－・・■・・－・・－・・…－－－－－・・■・■HH－・仙ト…－・－一叫－－－－－・－  

？id3ari ？id3ari  ？idai  
●山－“一・■■－■－・・・・－‖・■・－・・■・・‖H－・－■・・■・・・－－－－・・■・・－・－・－－－・・・－－－－－・－－－－・－㌣一・▲▲・■－・・・・・－－・・・・・－・・・■－－－  

J噌舶a ニ」 
ーーー…－－・・・■  

mi的   mi的   mi的  
・・■・■・・”H川●－・－－－－■…一…‘－－＿ぺ＿＿…＿＿．．．．H＿HW－＿－．．．．‖‖－＿＿．H＿＿ヰ＿．，＿．叫．＿．＿＿M【H＿≠．．．．H．  

♪和 書 ♪d騨1do：至 ♪卸N   ♪d訝    ♪d知  
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2．7．ガ行鼻瀬音と鼻母音   

琉球諸方言においてガ行鼻濁音を有するのは最西端の与那国方言と最東端の喜界島方言のみであ  

る。喜界島方言の鼻濁音は、与那国方言のような音対応上の明確な規則性を持ってあらわれず、以  

下のように地点による相違が著しく大きい。ガ行音の前鼻音段階から何らかの契機によって生じた  

と考えられるが特定は困難である。   

また、阿伝方言においては、このような鼻濁音と関連する現象として以下のような鼻母音拍を観  

察することができる。  

湾    上嘉鉄  
・－－－・－－－－－－－－－・■・■－一叫トーー・・・・・－－一一・▲■・■・・▲■■・－－－・・・  

？叩i   勉i  

bぉsa勺1：  bassai  

Jl画    廊：  

t紅nagu   叫  
g呵血    gai：  

－・・・・・－－N－一一一・■・・H‖h・・…－－づ－・・・・■－‖・－－爪一一－－一・一－一岬  

叫匝： …＋‘如i：  
－－－・－・▲・・■H・・・・■・■・＝－－W－W十・－－－‾‾‾‾－■‾H‾‾－■H■－■■■H‖  

k’a叩i：   k’臆  

小野津   塩道  

ね如：  ？a画：  

血鮎Sa頑虫   b勤王  

？かi   血止  

中間㌫   申u騨  
－…－－〝一－－－・・・・・一叫ヰーーー・▲■・■‖‖－－－…一鵬－－－   

g画    g呵Ii  

3．瀬戸内町方育の音韻の概要  

奄美大島南部に位置する瀬戸内町は、有人島として奄美大島・加計呂間島・諸島・与路島の四島  

から成り立っている。大島水道に面する大島側と加計呂間島については、三石（1980）・狩俣（1995・  

1996）など従来もある程度まとまった報告がなされてきたが、その南の諸島については春日（1974）  

がある程度で、さらに海を隔てた与路島については地元研究家である屋崎一氏による僅諺集『おや  

ふちぬ言葉』（1987）及び『与路島誌』（2002）があるものの、特に音韻についてはまとまった報   
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告がなされていない。本報告では、大島側の嘉鉄方言、加計呂間島の渡連方言、請島（請安室）方  

言、与路島方言についてその概要を報告する。   

3．1．中音母音   

瀬戸内町方言の中古狭母音拍C■iは、他の奄美大島諸方言と同様にほとんどの子音接続において  

観察される。喜界島方言における［ni／加】のような子音の口蓋化のみによる見かけ上の不安定な  

対立もなく、中音母音n－iとイ段拍niの対立となっている。与路島・諸島方言の場合には［？●如］  

（犬）のように母音単独拍においても中吉母音が観察される点に特色がある。また、与路島方言の  

／●i／は音声的にやや奥舌寄りの［●i～鵬］にわたるヴァリエーションを持っている点も特色である。  

これらの中古母音は本土工段音に対応するものが多く、以下のような語例があげられる。なお、本  

土≪ス・ズ・ツ≫に対応する中古母音拍の問題点については、エ段音起源とは別に後述する。  

m加i  

t’i血i   
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姪     血i：   血w㌫    血i：  

ただし、以下のような対応外の語例も少なからず観察される。  

エ段の中舌半広母音拍Ceも多く観察され、これは主として≪アイ・アユ・オエ・アヤ≫などの  

母音連続や≪アケ≫などのカ行子音が脱落して融合して生じたものが多く、以下の語例が挙げられ  

る。  

また、上記の音対応でありながら中吉狭母音拍C●iに対応するものも下記のように観察される。   

一般に奄美方言の狭・半広二種の中舌母音はエ段音または連母音融合によって生じたとされるが、  

大野（2002）をはじめ、狩俣（1995・1996）、ローレンス・ウェイン（2000）で示唆されているよ  

うに、いずれかの部分で生じた中舌母音が形態内の隣接拍に拡張する離れ同化によると考えられる  

中舌化も以下のように数多く観察される。  

m鵬i  

hat査he   
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3．2．本土≪ス・ズ・ツ≫≪シ・ジ・チ≫≪セ・ゼ≫に対する対応   

後述する開音節化により該当拍が子音単独化している場合が多く、語例を喜界島等の他地点程度  

示すことができない困難さはあるが、以下の傾向を指摘することができる。   

大島側の嘉鉄、加計呂間島の渡連は、名瀬周辺以外の奄美大島方言と同様に、≪スノ・ツ≫と≪セ  

≫は中音母音拍C・iに統合し、≪シ・ジ・チ≫はイ母音拍Ciとなっている0なお、≪ゼ≫≪ズ≫  

については対応が一様にはなっていない。   

一方で、諸島方言・与路島方言においては、≪ス・ツ≫が喜界島方言と同様にウ母音拍 Cu、  

≪セ≫が中音母音拍C’i、≪シ・ジ・チ≫はイ母音拍Ci、のような対応を見せている。≪ゼ≫≪  

ズ≫については対応が一様にはなっていない。   

このように≪ス・（ズ）・ツ≫≪シ・ジ・チ≫≪セ・（ゼ）≫が三者とも独立した対応を示すの  

は、奄美も含めて琉球方言全体の中でも請島・与路島に限られており、該当拍の歴史の中に位置づ  

けると最古層の状態を保っていると解釈される。子音部分の無気化を捨象すると以下のような対立  

関係として示すことができる。  

嘉鉄   渡連  請安室  与路  

≪ス・ツ≫  貞i几●i   貞ih－i  su/tu suhu   

≪シ・ギ・チ≫ ル酬 押d3i伸 掴伸 J叫5岬  

≪セ≫  ♪  ♪  貞i  貞i  

開音節化した語例や明確な対応を示さない語例も含めて、関連語形を示すと以下の通りである。  

≪ス・ズ・ツ≫関連  

請安室    与路  

Su5’u SuSu  

SuSO Sl】50  

？l娼u    ？usll  
－－・・■・■・－－－－W－－－・・・・■－－ト・・－・▲▲・■■‖・－…－－－－・  

bagi sⅦ五   

Suna Suna  

Su Su：  

suda sudi  

Su：Sa Su：Sa   

kitlkit 

嘉鉄    渡達  

磨i貞i      虔i貞i   

貞iso suso  
－■‘■■■■－■■◆■‘■‾‾‾‾H‾‾‾‾‾－十仙仙“仙∵仙－■‾‾‾】  

？u貞i    ？l戚i  

血相i    貞誠i  

貞ina      貞ina  

岳i  ：  岳i   

貞ida     貞ida   

貞i：Sa      虔i：Sa   

bt kit  

酸っぱい  

？it’it’i   ？itur［  

？imげ  ？如0吋  

也b可   t■ihJ   叫   
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近い … 欄間匝a  

飼う 書 血画um  

唾     t，i血  
＋鵬－－・－→一岬・・一肌－・－－－－”  

夏     n如  

角     t，ho  
・－・・・－－－・・・・・－・・・・・－－－・・十－－・・・・・－一叩叩－＋一  

綱     t，血  
．．．．‖．＿「．＿＿＿＿＿＿－】＿＿⊥＿】．＿．＿＿＿＿＋．－＿”  

爪     t，血i  

面 I t’血  

筒     t，it，i  

注ぐ   t’iqjlm  

壷     k鉦Iii  

≪シ・ジ・チ≫関連  

請安室   与路  

♪rll   伽  

項目    嘉鉄  

汁    ♪加  

島・  ♪ma  

肉    付i  

牛    叫  

味   ？叫5e：  

虹    加d3i  

火事 ∃ kwad痴  

舵    k吋  

乳    げむ  
・－－・岬一－一一一岬ナー・・・■■■H‖・▲・・■hh－－－－－－一一  

血    げ’i  

近い   草喝破a  

命   ？血吋  

口    k叫  

？河野：  ？a毎i  

餌匂i   鳩i  

bva毎i トk，wa由i  
，，．．。‖．－＿＿■＿．．．．．＿．＿H．．‖け．．－HJ＋．．．．．。‖．－－＿【．■．－＿．－＿．  

k吋    kaげ  

げ’七    げ1：   

げ1    嘩    ¢  
－・・・－・・－・－・－－・－－－－－－－＋－－－－・・－・…－・・…・・・■・・－－・・・・・・－－T－－－－－－・・■・■・＋－－・・一  

個卸a ≡ t脾画l要 t陶鱒  
－－－－叫・一山－u－－7＝－－一冊M－－－・一▲・・■■一－・▲■・■‖・＋－・－－血－…－・－－・・■・■・－  

？血吋  ？か0吋  ？如l吋  

k叫    kl吋  

≪セ・ゼ≫関連   

請安室   与路  

？a貞i   、？a虔i  
山一一－－－－・…・・・・■H－－－M十＝－・・・一一・－・－－－－－・▲・・■■・   

貞ida     貞ida   

bde bde  

汗    ？癒1  

年長者    岳ida   

風    ka血：  
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3．3．開音節化  

奄美大島南部から加計呂間・請・与路などの瀬戸内町方言に特徴的な開音節化については、柴田  

（1984）・狩俣（1995・1996）に条件に関する記述が詳細に述べられている。特に、狩俣（1995・  

1996）に示されているアクセントと開音節化との関係については、あらためて筆者による調査によ  

っても確認することができた。すなわち、開音節化が起こらない周辺諸方言で／g・k・Z・C・r・S・  

b・m／のいずれかの子音＋狭母音に相当している拍は、瀬戸内町方言ではアクセントの高さが伴わ  

ない場合に限り、母音が弱化・脱落し先行拍とともに開音飾化する。与路島方言を例にアクセント  

との関係を説明すると以下のようである（なお、アクセントの高ピッチ拍の表示は［′］による）。   

／g・k／   

・開音節化する場合   

［h敗］（釘）【？d血］（扇）【w血放］（女）【血敗］（右）【孔m放】（鰻）［m放】（旋毛）［saw㌃k］  

（櫛）   

・開音節化しない場合   

【？iki］（息）［hagi］（足）［wugi］（砂糖黍）［gigi】（髭）【mugi］（麦）   

／z・C／   

・開音節化する場合   

［血rt］（水）［l血］（傷）［わ：g釦］（正月）【袖］（いつ）【？it血］（五つ）［n釦］（夏）【k吋】  

（舵）［？血相】（命）［t吋］（妻）【h卿】（蜂）［h吋］（口）［m吋1（道）   

・開音節化しない場合   

［wu噌］（叔父）【ね毎i］（味）【餌毎i］（岨）［kw，ad痴】（火事）   

／r／   

・開音節化する場合   

【由】（昼）［gir］（義理）［Jib孟r］（小便）［t血］（鳥）［？edir］（夜漁）   

・開音節化しない場合   

［d舶】（泥）［jⅦ厄］（夜）【m誠‖（尻）【b感】（針）   

／s／   

・開音節化する場合   

【？噌］（牛）［k可］（腰）【gar亘‖（烏）［鮒叫‖（煙）   

・開音節化しない場合   

【？草】（石）［如P］（星）［揮】（肉）［餌sd】（日）［susd］（煤）   

／b／   

・閉音節化する場合   

［罰p】（海老）［加p】（首）   

・開音節化しない場合  

【k’ubd】（蜘妹）   
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／m／   

・開音節化する場合   

［k姦m］（紙）【bg血1】（鏡）   

・開音節化しない場合   

［旭1（海）【？ami］（網）【na血］（波）【m血i］（耳）  

開音節化しないものも含め、瀬戸内町4地点の関連拍を含む語形について、アクセントを付して示  

すと以下の通りである。  

glr  

脚血   
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相r t血   
？i血    ？i胞   

血鵬     durd  
・－・・・・・・■・■－－－－・・・・■・■‖】・－…・トーーーーーー・・－・・・－・■・・■・－－  

jl血    jll血  
・・－－－・－－－W－M－剛」珊…・・■・・－‖・－・・・■・－－－叩－－－  

mari m‡けi   

bari hari  

？呵    ？噂  

k郵    相  

g∬孟s g訂由  

kib血 撃墜 
－…一－－…－  

呵    罰J  

棚    相  

即    即   

また、このような開音節化は必ずしも語末に限定される現象ではなく、狩俣（1995・1996）の  

指摘するとおり、条件さえ整えば以下のように語中においても同様に認められることが確認された。  

項目    嘉鉄   

枕    m血  
下駄    gi偵  

道具    舶k  

三味線  s画  
一■…≠‾－‾十‾l‾‾｝－W－≠－－   

油  ぎ  ねbr虚  
・・・・■■・・・－－・・－－－－・－・M－－－トー・■■■‖H－・・・・■・■■・・－－－－－【＿  

動物   ？ikml戚  

渡連   詩安室  

makr孟    makr丘   

ge臨   ？晒   

ddk  妄  ddk  
・－…剛－－－W－…－j－－W…・・・…－・…－一  

声 S胡meN SarnSeN   

？ab・畠    ？abr盆  
．＿＋．＿－＿－－＿－．，．J－＿＿＿＿一＿－＿＿【．■．‖H，．■＿【一．  

？鮎mⅦ古 妻 払d加  

？頗  

doks永  

S画房  

？血   

？ikm雨  

3．4．F・H音  

四地点ともP音は観察されず、F音【¢】が語的に観察されるものの大勢はH音となっている。   
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昼    卸   

正午   9皿皿  
▲■・■・－－＋…－－・－1サー・▲・■■－－・・・”岬－W－・・■・■  

日（太陽）  也血   

膵   IihuJ、   

位牌   ？坤芭：   

下手   

花  王  bana  

鼻  
■鵬－－－…－－－－・  

浜  童  hama  

鵬l皿  車両Ⅵm   

中止おa   如kasa   

如：    かl：  

唾可    輔  

bok 室 如勾Ⅵm  
…・・－・▲・・■・・▲▲■・■－・・■・■‖H－－－－一寸…・－・・－・・・■■H‖－－－・－－－－・・・■・－・・  

Ⅶim     肋a   

¢i： 至  ¢i：  
－・－－・・■・■－・・・・・‖・－－－－・一ヰー・・－－＋－…・…－■－・・・・■・・  

嘩igⅥm   甲gWu   

如：＋喜＋：肋  

3．5．喉頭化音および無気子音   

母音及び半母音拍に関して、奄美方言全般の特徴である喉頭化音と非喉頭化音との対立は、瀬戸  

内町方言においても以下のように一般的である。  

項目    嘉鉄   

石    ′呵  

海老   ？ip   
柄    ji：  

いぐさ    ji：  

座る   j呵肌   

亥    ji：  
－．．．－＿．．．＿．．＿＿＿＿＿．＿＿．．＿＿．L＿■＿．＿＿＿＿．叩＿．■＿■．，．．．．   

音    ？Ⅵ餌   

夫     wu山  
一一【一一・▲▲・■】・・一－・・1■・－・・－べ－－＋＋－W・・・－・   

妻    叫r  

織る   伽如m  

請安室   与路  

？iJi 喜  呵i  
－．＿＿，．－＿．＿＿．．＿＿．．．．。‖．．＿＿．＿一．一＿＿■＿・－＿＿■＿＿■・・，．．－・・・・・■  

？ip    ？ip   

j七     ji：  

【汀  
・－…・▲■・■■‖－…ーーー－－・－－  

JlqⅥm j呵叩   

j史     ji：  

？l止0     ？do   

W血      W血l 

叫    t叫  

叫m  ？0Ijl皿   
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無声閉鎖音系列のエ段拍・オ段拍の高母音化に伴う無気閉鎖音系列と有気閉鎖音系列の子音拍の  

対立【C’i／Ci］［C，u／Cu］が存在し、地点、話者、音環境などによって対立を失いつつあるのも喜  

界島方言と同様である。   

これらの高母音化による無気閉鎖子音とは別契機のものとして、語頭の1拍脱落による無気ある  

いは喉頭化ノ（ここでは音声実態により無気音として表記）が観察されることは喜界島をはじめとす  

る奄美方言一般と同様である。  

3．6．鼻母音   

鼻母音が与路方言において観察される。喜界島阿伝方言の鼻母音については歴史的に鼻濁音との  

関連が推察されるのと異なり、与路方言の鼻母音は、両唇調音の閉鎖鼻音［m］の半母音［w］化  

及び鼻音性の後接母音への拡張によって生成されている。これは、南琉球竹富島に見られる鼻母音  

と同契機である。   
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また、［m］以外に［b】の子音から変化したと思われる語も以下のように存在する。  

なお、このような鼻母音化は、上記の音環境でかならず実現するわけではなく、以下に示すよう  

な例外も多く存在する。  
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